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第5章「螺旋の局所分類」では,S Kolb,L Paunescu p],[lq,S Kolke,


































































































































































































































































αγ   αγ  αι    γ′(ι)γ(S)=冨=而冨=再で)|












L(S)=γ(S)=(χ(S),ν(S))      (124)
と定義する。さらに,L(s)に直交し,L(s)の方向に対して反時計周りに
90°回転したベクトル































































































































































































第1章 平面曲線の基本的性質                 16
同様にして
α2g  発′ク″一カ″グ




























































































































































































































































































は 0に な ら な い 。 一 方 ,部 分 積 分 と
“

















































































































″(θ)=αθbθ Cos θ,ν(θ)=αθわθ Sln θ
より‖『(θ)‖=αebθとなる。次に〆(θ)を考える。〆(θ)=C(θ),ν′(θ))と表せるので,




















































θ COS θ,αθbθ sln θ)となるの
で,これを微分して







=(R )αθbθ～/′b2+1  '  αθbθνb2+1
=(    )
である。定義122,141より対数螺旋の単位法線ベクトル n(θ)は
































と表すと,χ(θ)=αCbθ COS θ,ν(θ)=αCbθ Sln θより
"′
(θ)=αbθbθ cos θ一αθbθ sln θ,ν
′
















(θ)=(abθbθ COS θ一αebθ sln θ)αebθ sln θ














―αbebθ sln θ一αcbθ cos θ,αbebθ cos θ―αcbθ Sln θ)
=ら2+1(bSln θ tt cos θ,一b cos θ+sln θ)




































































































＼ ＼ / /
＼ / /























・ 生物でないが,生物 と同様の成長 台風の渦,銀河の星雲など(図
29)











































くの=   が切 け が響 狐♂JI十b)2+α2)3
-α(αθ+b)((αθ tt b)2+4α
2)






































χ(θ)=αθ COS θ,ν(θ)=αθ Sln θ
である。これを微分すると


























































































α           (θ+:θl)'
1 -16θ-40θ~1+3θ3
32α      (θ_十 :
~1)'
1 -16θ4_40θ2+3
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Z tt c2θz (θ∈R)  ,
z tt γz (r∈R＼{0}),
1
共役 と反転の合成 z吟―         ,Z
の4つの変換の合成で表されることが計算によって容易に示される。こ
の事実を用いて次の補題を示す。












α l z 12+(b_OC)Z十(b+OC)2+α=0(2=χ 一 Zν)




































































































































定義 5。1.3P∈Rηとし,ノ y→RP,θ ″ → RPをそれぞれPを
含む Rれの開集合y,7上定義された写像 とする。∫ ～ gであるとは
び⊂y∩〃で∫|び=θlびとなるようなPの開近傍びが存在するときに
いう。





















































(θ)=b COS θ ― bθ cos θ,ν
′















































‖bπ―Cm‖  l rm―‖ら21‖




























‖硫‖   γπ













‖απ―Cs(π)‖≪|I Cs(れ)||         (2)
となるものがとれる。ただし,csぃ)∈駄π)とする。このとき式(1)より,
|I Csぃ)一b6ぃ)‖≪|l bs(れ)一bs17n+1)||≪|l bsぃ)||
であるので,
|I Csぃ)一bs(れ)||≪|I Cs(m)||        (3)
を得る。式 (2),(3)より
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第5章 螺旋の局所分類                    64
とする。ただし,γ≧oでθ∈Rは周期 2πとする。以下 γ>0とする。
ん(r,θ)=γ COS θ-10g rより
ん1(γ,θ)=r cOS(θ-10g r)
=r cos θ cos(10g r)+r sln θ Sln(10g r)
ん2(r,θ)=r sln(θ-log r)

















































次に,ん~1を求めるために (γ,θ-10g r)=(R,O)とし,(R,○-log R)=




=r cos θ cos(10g r)一r sln θ sln(10g r)
θ2(r,θ)=r sln(θ+10g r)
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